6月議会へ③　支えあう社会をめざして３つの提案
　東日本大震災によって今なお、10万人の皆さんが避難所生活を余儀なくされているなかで、被災者の生活支援や、被災地の復興支援はもとより、地域の安全・安心を築く上で、今、日本社会に最も必要なことは、人々の命を守り、暮らしを支えあう仕組みの構築です。その意味から緊急医療情報キット、介護支援ボランティア制度の導入、そして高齢者・障がい者の支援策の３つを提案させていただきます。

（1）緊急医療情報キット（命のバトン）の導入について

　高齢者らが急病や災害などで動けなくなった時、駆け付けた救急隊員が迅速かつ適切に救援活動ができるよう、かかりつけ医や服薬内容などの医療情報を、あらかじめ自宅に保管しておくのが「救急医療情報キット」です。

　「緊急医療情報キット」とは円筒状のプラスチック容器（Ａ４サイズの書類を丸めて入れられる）。この中に病歴や服薬内容、かかりつけの病院などの医療情報を入れ、自宅の冷蔵庫に保管しておく。このキットが家の中にあることを示すため、玄関ドアの内側に張るステッカーや、冷蔵庫の扉に張るマグネット式ステッカーもセットになっています。

　これで、緊急時・災害時において駆けつけた救急隊員の迅速な措置が可能になります。本人が用意するものは、健康保険証のコピーや本人確認できる写真などです。

　東京都港区ではアメリカ・ポートランド市の事例を参考に、高齢者・障害者、健康不安のある人の安全・安心のために始めた取り組みを注目し、実施しております。全国では、文京区、北海道石狩市、青森県むつ市、千葉県習志野市、神奈川県大和市、北九州市などです。

　なかでも習志野市では、市に登録してある災害時要援護者、65歳以上の要支援・要介護認定者や障害者自立支援法の介護給付サービスを受けている人、65歳以上の高齢者と障害者と対象を広げて取り組んでいます。

　我がまちでも災害時・緊急時などに高齢者・障害者、要介護認定者、65歳以上の要支援者の安全・安心のために緊急医療情報キットを作成し、対象者に配付ができないか、お伺いいたします。

（2）介護支援ボランティア活動ポイント制度の導入について

　介護施設などでの高齢者の社会貢献活動を促し、介護が必要な状態になるのを防ぐのが共通の目的で、ボランティアへのポイント制度を導入する自治体が最近増加の一途をたどっています。

　この制度は、市にボランティア登録をしていただき、介護施設等でボランティア活動をポイントで評価し、現金に交換できる制度です。

　2007年度から東京都稲城市、千代田区を初め、2008年度には８自治体が導入、2009年度には９自治体が、その中には政令市である横浜市もあります。2010年度には５自治体で導入されています。

　ボランティア対象施設も介護施設に限らず、鹿児島県霧島市のように子育てサロンの手伝いも対象にしたり、在宅の高齢者の話し相手、障害者施設も対象に拡大したり、工夫次第で活用が広がります。

　また１時間50円から100円程度、年額交換できる上限は5000円から１万円程度です。現金のほかに地域の商品券や地場産物に交換できる自治体もあります。

　我がまちでも、介護予防の一つのメニューとして、ボランティアポイント制度の導入をすべきと考えますが、お伺いいたします。

　

（3）高齢者・障がい者の支援策について

　３点目は、高齢者・障害者の孤立化・孤独化の防止策と支援策についてです。全国でも、高齢者・障害者のひとり暮らしで孤立化・孤独化の傾向がふえていて、自治体に防止策・見守り支援が望まれているところです。

　全国の地方自治体ではさまざまな工夫を凝らし、防止策と見守り支援策を講じております。一つは、365日24時間の見守りについての施策であり、電話一本で相談窓口につながる制度の導入です。

　二つ目は、同じく365日24時間の健康相談、そしてさらに、365日24時間お困り事相談、例えば買い物弱者への代理買い物も含んでの３本柱でございます。

　全国の事例は、健康相談については365日24時間いつでも気軽に専門家のアドバイスがいただけるのはありがたいと、神奈川県厚木市ではあつぎ健康相談ダイヤル24、大和市ではやまと24時間健康相談、東京都中央区ではあんしんコールサービスなどが始まっています。

　また、買い物弱者への代理買い物や注文をもらい宅配するサービスでは、東京都武蔵村山市のまいど宅配センターおかねづかステーション、埼玉県秩父市のボランティアバンクおたすけ隊、富山県富山市のとやまお買い物代行サービス楽ちんクラブ、神奈川県川崎市・横浜市では一人暮らし世帯等安心生活支援モデル、さらには、困り事支援する東京都千代田区の困りごと24などがあります。

　我がまちにおいても、高齢者・障害者が安全・安心に暮らせるために健康相談、買い物弱者支援、困り事支援サービスを組み合わせた形のコールセンターの365日24時間対応の窓口とサービスができないか、お伺いいたします。
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